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Abstract 
 
アメリカ合衆国の歴史的なゴルフ指導者であるハービー・ペニックは、ゴルフに関する
ほぼすべての主題についての見解を有した。スイングについての見解も、その１つである。
本研究は、狭義 KJ 法によってペニックの著書である『奇跡のゴルフレッスン』における
彼のスイングについての見解を把握して、根底にある彼のスイング観を解明した。 
 『奇跡のゴルフレッスン』において、ペニックの優れたゴルフ指導者としての特徴に関
わる箇所を見出して、その中から彼のスイングについての見解に深く関わる文章を選択し
た。選択した文章を調整して 27 枚の元ラベルを作成して、それらについて狭義 KJ 法を施
して、ペニックのスイング観に関する図解を得た。 
その図解からは、スイングについてのいくつかの見解の特徴が捉えられた。それらは、
図解の最終の表札 3 つである「深い洞察を要する主題です。」、「すでに確立されたスタイル
を基本として最高の水準を目指して学ぶことが一番です。」、そして、「スイングはゴルファ
ーそのものです。」であった。また、図解の核心「ゴルフのスイングは、ゴルファーをゴル
フの本質的な理解へと導く主題です。」を捉えて、ペニックのスイング観を明らにした。 
  
キーワード：ハービー・ペニック、ゴルフ、指導者、スイング観、狭義 KJ 法 
 
１．目的 
この研究は、アメリカ合衆国の歴史的なゴルフ指導者であるハービ ・ーペニック（Harvey 
Penick）のゴルフに関する見解の一つ、スイングについての見解を彼の著書に基づいて特
徴を把握して、その特徴から彼のスイング観を解明することを目的とする。 
ペニックはゴルフクラブに所属するプロゴルファー、いわゆるクラブプロであった。彼
は晩年までゴルフの指導に携わり、ゴルフ教師と呼ばれるほどの業績を残した。ペニック
は、非常にユニークなゴルフ指導者である。なぜなら、彼はゴルフの商業的な活動の一つ
である指導書の出版について、慎重な姿勢を崩さなかったのである１）。ペニックの初めて
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の指導書“Harvey Penick's Little Red Book”は、バド・シュレイク（Bud Shrake）との共著で
1992 年に出版された。それは、彼のゴルフ指導者としてのキャリアの終盤、すなわち、彼
の人生における晩年のことであった。驚くべきことに、ペニックは出版を思い止まる自身
に対する自己省察をした。そして、彼は自身の人生の意味は自身の学びを皆に伝えるため
との結論を導いて、この指導書の出版を決意したのである２）。 
その指導書の日本語版が『奇跡のゴルフレッスン』である。この日本語版の出版に当た
り、翻訳者である本條強はペニックとの面会を果たしている。その際、ペニックの出版に
ついての喜びは、人伝に翻訳者まで伝えられた３）。また、ペニックは翻訳者に対して、日
本語版をあくまで原書通りに平易な表現としてほしい旨を伝えた４）。その意向を受けた本
條が翻訳した『奇跡のゴルフレッスン』は、ペニックの日本のゴルファーへの愛情そのま
まに形となって、原書に忠実な体裁が保たれた。歴史的なゴルフ指導者であるペニックの
有するゴルフに関する見解とはどの様なものであるか。そして、彼のスイングについての
見解とは何か。彼の指導書は、ゴルフに関心のある者の興味を掻き立てる５）。しかし、ペ
ニックは、『奇跡のゴルフレッスン』に自身の指導法の体系をうたわなかった。彼は単に
92 個の小見出しによって、彼のゴルフ指導者としての経験と学びについて淡々と綴ったの
である。結果的に、ペニックのスイングについての見解やスイング観は、ゴルフの指導の
場面において便宜的な説明がなされる状況を生じた。 
一方、ゴルフに関する学術的な研究の領域に目を向けると、それはバイオメカニクス、
心理学、コーチング学などに展開される。ゴルフというスポーツにおける指導者を主題と
した研究も見られる。ゴルフに関する研究が盛んとなる兆しを見せる背景には、スポーツ
としてのゴルフの価値に対する世間の人々の理解の深まりがある。テレビ画面を通じて、
トーナメントプロの競技を目にする機会は飛躍的に増した。そして、トーナメントプロを
支えるティーチングプロやクラブプロといったゴルフ指導者の存在も認知され始めた。こ
のようなゴルフに対する認識の変化は、ゴルフに関する知識に対してより一層の普遍的な
価値を求める社会的な変化をもたらした。ゴルフに興味ある人々は今日でも、優れたゴル
フ指導者の一人として、ペニックの名前を耳にするのである６）７）。それは、彼の指導法や
ゴルフに関する見解についての普遍性の解明が期待されるが故である。 
筆者は、『奇跡のゴルフレッスン』について質的研究を行って、ペニックの優れたゴルフ
指導者としての特徴を解明した。すなわち、ペニックは優れたゴルフ指導者として特徴を
５つもつこと、また、それらの特徴の核心は「一心に自分らしさを追及して、まとめられ
たゴルフの英知」であることを明らかにした８）。ペニックは、真摯な態度を備えて、ゴル
フに関するほぼすべての主題についての見解を持ち、指導ではベストのアドバイスを行っ
た。そして、彼は生徒に親身に接して、自らのゴルフに関する経験を知恵と呼べる水準に
まで高める、稀に見るバランス感覚の優れたゴルフ指導者であった。しかし、この研究で
はペニックのスイングについての見解の存在は示唆されるに止まり、その内容についてま
でを具体的に把握するには至らなかった９）。 
伝説的なゴルフ指導者であるペニックの、スイングについての見解の特徴を把握するこ
とによって、彼の指導法を正しい情報によって説明することが可能となる。そして、スイ
ングを指導する際に、ペニックのスイング観を参考とする効果的な指導が行われる機会は
増す。また、ゴルフに関する研究を一段階発展させて、スポーツ全般における指導者や指
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導法を主題とする研究への展開が期待できる。 
 
２．方法 
 先ず、ペニックの著書の日本語版である『奇跡のゴルフレッスン』に狭義 KJ 法を施す
方法は、書籍自体を野外研究の現場と見立てて行う。つまり、現場に見立てられた書籍に
対して主題に関わる情報を探索して、それを収集する活動を行う。 
具体的には、ペニックの著書の日本語版である『奇跡のゴルフレッスン』について、ペ
ニックの優れたゴルフ指導者としての特徴の記述された文章を見つけ、その文章を元ラベ
ル候補とする。次に、元ラベル候補をその主旨を保持する一文、ないし、二文に調整する。
ただし、調整の程度は、元ラベル候補の持つ意味合いを損なわない程度に止める。そして、
調整を施した元ラベル候補の中から、ペニックのスイングについての見解に関わる情報を
選択する。すなわち、「スイング」の単語を含む情報、または、「スイング」の単語を文中
に含まなくとも意味するところがゴルフのスイングに深く関わる情報、を選択する。選択
した情報は市販のラベル紙片（ニチバン製 ML-108）に記載して、元ラベルとする。これ
らの元ラベルに対して、狭義 KJ 法を実施する。 
 次に、狭義 KJ 法の基本的な作業の流れについて説明する。先ず、全ての元ラベルを発
想による統合の作業を行う場に広げて、元ラベルに記載される情報の意味するところの近
い 2 枚、場合によって数枚を発想と呼ばれる思考によって 1 つの情報に統合する。この統
合された情報を新たなラベルに記述したものを表札と呼ぶことにする。そして、表札は全
ての元ラベルに対する発想による統合の作業を展開し終えた時点で、次なる段階の発想の
ための情報として繰り上げる。これらの一連の作業の行程を、最終の表札を求めて順次に
進展する。最終の表札を得たところで、図解と呼ばれる図面を作成する。図解とは、最終
の表札の下にその下位に属する表札から元ラベルに至るまで情報を展開した図面のことで
ある。最終の表札、その下位の表札ら、そして、その元ラベルに対しては、それら全てを
象徴するシンボルマークを付与する。また、最終の表札が複数ある場合には、それらの関
係性を把握した上で、その関係性を関係線によって表示する。最後に、最終の表札とその
下位の情報群、シンボルマーク、そして、関係線を貫く図解の核心を発想によって把握す
る。 
 
３．結果 
 ペニックの優れたゴルフ指導者としての特徴に関わる元ラベル候補の文章の中から、そ
の主旨が彼のスイングについての見解に関わるものを選択した。すなわち、「スイング」の
単語を含む文章、また、「振り」や「振られる」の単語を含んで、その意味するところがス
イングに関わる文章を選択した。表 1「『奇跡のゴルフレッスン』から精選した 27 枚の元
ラベル」に示す通り、27 枚の元ラベルを得た。これらの元ラベルに対して狭義 KJ 法を施
したところ、図１「ペニックのスイング観に関する図解の全体図」に示す通り、最終の表
札３つで構成される図解を得た。ちなみに、この図解を得るまでの狭義 KJ 法による発想
は、表２「図解の完成までの発想の作業とその段階」に示す通り、第一段階、第二段階、
第三段階、最終段階という４段の進展による作業となった。ただし、本研究における元ラ
ベルの情報は、『奇跡のゴルフレッスン』の文章におけるペニックの語り口を踏まえる。そ
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の表札の下にその下位に属する表札から元ラベルに至るまで情報を展開した図面のことで
ある。最終の表札、その下位の表札ら、そして、その元ラベルに対しては、それら全てを
象徴するシンボルマークを付与する。また、最終の表札が複数ある場合には、それらの関
係性を把握した上で、その関係性を関係線によって表示する。最後に、最終の表札とその
下位の情報群、シンボルマーク、そして、関係線を貫く図解の核心を発想によって把握す
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３．結果 
 ペニックの優れたゴルフ指導者としての特徴に関わる元ラベル候補の文章の中から、そ
の主旨が彼のスイングについての見解に関わるものを選択した。すなわち、「スイング」の
単語を含む文章、また、「振り」や「振られる」の単語を含んで、その意味するところがス
イングに関わる文章を選択した。表 1「『奇跡のゴルフレッスン』から精選した 27 枚の元
ラベル」に示す通り、27 枚の元ラベルを得た。これらの元ラベルに対して狭義 KJ 法を施
したところ、図１「ペニックのスイング観に関する図解の全体図」に示す通り、最終の表
札３つで構成される図解を得た。ちなみに、この図解を得るまでの狭義 KJ 法による発想
は、表２「図解の完成までの発想の作業とその段階」に示す通り、第一段階、第二段階、
第三段階、最終段階という４段の進展による作業となった。ただし、本研究における元ラ
ベルの情報は、『奇跡のゴルフレッスン』の文章におけるペニックの語り口を踏まえる。そ
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のため、表札と図解の核心は彼の目線から発想を行った。結果的に全ての情報は、 
 
 
「…です。」や「…ます。」と表現することにした。したがって、元ラベル、表札、そして、
図解の核心の情報は、その表現の都合上から「」内に句読点によって表示される文章であ
ることを予め断っておく。 
表 1 『奇跡のゴルフレッスン』から精選した 27 枚の元ラベル 
スイング自体に問題があるのか、それ
とも、インパクト時のクラブフェイス
の向きに問題があるのかを知ることが
大切なことです。 
グリップが悪いと、良いスイングを望
むことは出来ません。 
ワッグルはちょっとした練習スイング
になり、緊張をほぐしてくれるのです。
ただし、本来の目的を忘れてしまって
はだめです。 
身体の脇に右肘を引きつけてと言うの
は、ダウンスイングの時で、バックス
イングの時ではありません。 
要注意なのがグリップもスイングもひ
どいプレーヤーだ。 
アベレージゴルファーが素晴らしい素
振りをした後、ボールに近づいて素振
りとはまったく違うスイングをして、
ひどいショットをするのを何度見てき
たことでしょう。 
これからは素振りをするなら、必ず何
か目標となるポイントを作ることにし
ましょう。 
コースを回っている時、ショットの度
にニ、三度素振りをするのは時間をと
り過ぎです。 
本当に重要なことなのですが、シーズ
ンド・シチズンはバックスイングの際
に左足のカカトを地面から離すように
したほうがいいです。 
シーズンド・シチズンは、スイングで
はなく、クラブでボールを上げること
を薦めます。 
私が昔のやり方を支持するのは、左足
カカトを上げる方法が一番スイングし
やすい方法だと思うからです。 
ゴルフの筋肉を鍛えるためには、重い
クラブを使っていつものグリップとス
タンスでスイングするのが一番です。 
私は早くて完全なリストコックを使う
スイングを好みますが、「リストコッ
ク」と言う言葉は生徒を混乱させるの
であまり使いたくありません。 
脳と筋肉は、スローモーションでスイ
ングを繰り返すことによって、ミスを
犯すことなくより高い質で学ぶことが
できます。 
ボールの位置は、グリップの次に大切
で、これらのミスはスイングする前の
ミスです。 
スイングを始めるきっかけとなるフォ
ワードプレスの感覚をイメージする方
法は、水の入ったバケツを両手で掴ん
で立っているところを想像してみるこ
とです。 
スイングトレーニングの補助装置のベ
ストワンは金物屋ですぐ手に入る代物
で、どこにでもある除草用カッターで
す。 
足の位置によってスイングの長さが大
きく変わってしまうことを、ほとんど
のプレーヤーは理解していません。 
すべてのゴルファーが目指している、
あの「伝統的な完璧スイング」を作る
方法をこれから紹介しましょう。 
これまでに私が見た「最も綺麗なスイ
ング」というと、マクドナルド・スミ
スのスイングです。 
ゴルフスイングに「魔法の動き」があ
るとすれば、「ダウンスイングを始める
とき、右肘を身体に引き付けつつ、体
重を左足に移し変える」ことです。 
フルスイングの練習のための一番良い
方法は、良い結果をもたらしてくれる
クラブで練習することです。 
クラブヘッドが後ろに振られるのを見
る癖ほど悪いことはないのです。 
私は、ミッキーと彼女の素晴らしいス
イングを思い出すといつもワクワクし
ます。 
私の好きな 4 つのゴルフスイングは、
1.ベン・クレンショー、2.ミッキー・
ライト、3.デイブ・マー、4.アル・ガ
イバーガーです。 
クラブをきれいな楽器だと思って、ス
イングの間中ずっと軽く握り続けてく
ださい。 
正しいスイングをしていれば、フォロ
ースルーにそれがはっきりと現れてく
るのです。 
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表２ 図解の完成までの発想の作業とその段階 
段階 内容 
第一段階 
27 枚の元ラベルについての発想によって統合し、表札をつける。統合されな
かった元ラベルの枚数を確認する。 
第二段階 
第一段階で統合された 12 の表札、そして、統合されなかった元ラベル 2枚に
ついて発想による統合し、次なる表札をつける。 
第三段階 
第二段階で統合された 7 つ次なる表札について、発想による統合をして、さ
らなる表札をつける。 
最終段階 
第三段階で統合されたさらなる表札 3 つとその下位の情報群それぞれにシン
ボルマークを付与する。さらなる表札は、最終の表札として関係性を把握し、
図解を貫く核心を発想によって把握する。 
 
 
図１「ペニックのスイング観に関する図解の全体図」は紙面の都合上、細部の情報を把
握しにくい。その点に対して、図解の細部を説明するために便宜的な部分図面を作成した。
最終の表札の一つ目を提示するための部分図面である、図 2「最終の表札の一つ目とその
下位情報」を作成した。同様に、最終の表札の二つ目、また、最終の表札の三つ目を提示
するための部分図面である、図 3「最終の表札の二つ目とその下位情報」と図 4「最終の表
札の三つ目とその下位情報」を作成した。ちなみに、これらの図の名称にある最終の表札
の下位情報とは、元ラベル、表札、そして、次なる表札を意味する。 
最終の表札の一つ目について、詳細を説明する。図２「最終の表札の一つ目とその下位
情報」に示す通り、「スイングは、洞察を必要とする主題です。」となった。そして、この
最終の表札は、下位に３つの次なる表札を備えていた。すなわち、「スイングの前段階と開
始の瞬間、そして、ゴルファーの癖に、重大なミスを犯す可能性が存在します。」、 「スイ
ングのメカニズムは、正しく理解する必要があります。」、そして、「ショットのミスについ
て、問題の本質を見極めることが大切です。」である。また、この最終の表札とその下位情
報に対して、シンボルマーク「奥の深い運動」を付与した。 
最終の表札の二つ目について、詳細を説明する。図３「最終の表札の二つ目とその下位
情報」に示す通り、「確立されたスタイルを基本とするスイングを、最高の水準を目指して
学ぶのが一番です。」となった。そして、この最終の表札は、下位に２つの次なる表札を備
えていた。すなわち、「スイングは、正しく練習して、より高い質で学ぶことが最も大切で
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す。」と「私は、伝統的で完璧な、一番振りやすい、バックスイングで左足のカカトを上げ 
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。
②
 
素
振
り
に
目
標
ポ
イ
ン
ト
を
用
意
し
、
ま
た
、
ス
ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン
で
ス
イ
ン
グ
を
繰
り
返
し
、
よ
り
高
い
質
で
学
び
ま
し
ょ
う
。
①
 
こ
れ
か
ら
は
素
振
り
を
す
る
な
ら
、
必
ず
何
か
目
標
と
な
る
ポ
イ
ン
ト
を
作
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。
 
脳
と
筋
肉
は
、
ス
ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン
で
ス
イ
ン
グ
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
ミ
ス
を
犯
す
こ
と
な
く
よ
り
高
い
質
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 
ス
イ
ン
グ
の
練
習
は
、
良
い
結
果
を
も
た
ら
す
、
正
し
い
方
法
で
練
習
を
す
る
の
が
一
番
で
す
。
①
 
 
ゴ
ル
フ
の
筋
肉
を
鍛
え
る
た
め
に
は
、
重
い
ク
ラ
ブ
を
使
っ
て
い
つ
も
の
グ
リ
ッ
プ
と
ス
タ
ン
ス
で
ス
イ
ン
グ
す
る
の
が
一
番
で
す
。
 
ス
イ
ン
グ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
補
助
装
置
の
ベ
ス
ト
ワ
ン
は
金
物
屋
で
す
ぐ
手
に
入
る
代
物
で
、
ど
こ
に
で
も
あ
る
除
草
用
カ
ッ
タ
ー
で
す
。
 
フ
ル
ス
イ
ン
グ
の
練
習
の
た
め
の
一
番
良
い
方
法
は
、
良
い
結
果
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
ク
ラ
ブ
で
練
習
す
る
こ
と
で
す
。
 
ス
イ
ン
グ
に
つ
い
て
の
専
門
用
語
も
コ
ツ
も
、
あ
く
ま
で
も
ゴ
ル
フ
を
学
ぶ
生
徒
の
身
に
な
っ
て
教
え
ま
す
。
②
 
フ
ォ
ワ
ー
ド
プ
レ
ス
や
リ
ス
ト
コ
ッ
ク
は
、
ス
イ
ン
グ
を
学
ぶ
生
徒
の
身
に
な
っ
て
説
明
し
ま
す
。
①
 
ス
イ
ン
グ
を
始
め
る
き
っ
か
け
と
な
る
フ
ォ
ワ
ー
ド
プ
レ
ス
の
感
覚
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
方
法
は
、
水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
を
両
手
で
掴
ん
で
立
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
想
像
し
て
み
る
こ
と
で
す
。
 
私
は
早
く
て
完
全
な
リ
ス
ト
コ
ッ
ク
を
使
う
ス
イ
ン
グ
を
好
み
ま
す
が
、
「リ
ス
ト
コ
ッ
ク
」と
言
う
言
葉
は
生
徒
を
混
乱
さ
せ
る
の
で
あ
ま
り
使
い
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
 
ク
ラ
ブ
を
楽
器
を
持
つ
よ
う
に
軽
く
握
り
続
け
る
こ
と
、
そ
し
て
、
「魔
法
の
動
き
」と
呼
ぶ
動
作
は
、
ゴ
ル
フ
ス
イ
ン
グ
の
コ
ツ
で
す
。
①
 
ク
ラ
ブ
を
き
れ
い
な
楽
器
だ
と
思
っ
て
、
ス
イ
ン
グ
の
間
中
ず
っ
と
軽
く
握
り
続
け
て
く
だ
さ
い
。
 
ゴ
ル
フ
ス
イ
ン
グ
に
「魔
法
の
動
き
」が
あ
る
と
す
れ
ば
、
「ダ
ウ
ン
ス
イ
ン
グ
を
始
め
る
と
き
、
右
肘
を
身
体
に
引
き
付
け
つ
つ
、
体
重
を
左
足
に
移
し
変
え
る
」こ
と
で
す
。
 
私
は
、
素
晴
ら
し
い
ス
イ
ン
グ
は
、
そ
の
持
ち
主
の
人
柄
ま
で
を
記
憶
し
ま
す
。
②
 
私
は
、
最
も
綺
麗
な
ス
イ
ン
グ
や
自
分
好
み
の
ス
イ
ン
グ
を
、
そ
の
持
ち
主
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
で
説
明
し
ま
す
。
①
 
こ
れ
ま
で
に
私
が
見
た
「最
も
綺
麗
な
ス
イ
ン
グ
」と
い
う
と
、
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
・ス
ミ
ス
の
ス
イ
ン
グ
で
す
。
 
私
の
好
き
な
４
つ
の
ゴ
ル
フ
ス
イ
ン
グ
は
、
1
.ベ
ン
・ク
レ
ン
シ
ョ
ー
、
2
.ミ
ッ
キ
ー
・ラ
イ
ト
、
3
.デ
イ
ブ
・マ
ー
、
4
.ア
ル
・ガ
イ
バ
ー
ガ
ー
で
す
。
 
私
は
、
ミ
ッ
キ
ー
と
彼
女
の
素
晴
ら
し
い
ス
イ
ン
グ
を
思
い
出
す
と
い
つ
も
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
。
●
 
ス
イ
ン
グ
の
前
段
階
と
開
始
の
瞬
間
、
そ
し
て
、
ゴ
ル
フ
ァ
ー
の
癖
に
、
重
大
な
ミ
ス
を
犯
す
可
能
性
が
存
在
し
ま
す
。
②
 
シ
ョ
ッ
ト
の
際
の
素
振
り
や
ワ
ッ
グ
ル
に
は
練
習
の
意
味
が
あ
り
ま
す
が
、
本
来
の
目
的
を
忘
れ
る
ほ
ど
や
り
過
ぎ
る
ゴ
ル
フ
ァ
ー
が
多
い
で
す
。
①
 
コ
ー
ス
を
回
っ
て
い
る
時
、
シ
ョ
ッ
ト
の
度
に
ニ
、
三
度
素
振
り
を
す
る
の
は
時
間
を
と
り
過
ぎ
で
す
。
 
ワ
ッ
グ
ル
は
ち
ょ
っ
と
し
た
練
習
ス
イ
ン
グ
に
な
り
、
緊
張
を
ほ
ぐ
し
て
く
れ
る
の
で
す
。
た
だ
し
、
本
来
の
目
的
を
忘
れ
て
し
ま
っ
て
は
だ
め
で
す
。
 
ス
イ
ン
グ
の
前
や
バ
ッ
ク
ス
イ
ン
グ
を
始
め
る
際
に
、
重
大
な
ミ
ス
を
犯
す
可
能
性
が
存
在
し
ま
す
。
①
 
ボ
ー
ル
の
位
置
は
、
グ
リ
ッ
プ
の
次
に
大
切
で
、
こ
れ
ら
の
ミ
ス
は
ス
イ
ン
グ
す
る
前
の
ミ
ス
で
す
。
 
 ク
ラ
ブ
ヘ
ッ
ド
が
後
ろ
に
振
ら
れ
る
の
を
見
る
癖
ほ
ど
悪
い
こ
と
は
な
い
の
で
す
。
 
 
ス
イ
ン
グ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
正
し
く
理
解
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
②
 
ス
イ
ン
グ
と
グ
リ
ッ
プ
と
に
は
、
ま
た
、
ス
イ
ン
グ
に
お
け
る
フ
ォ
ロ
ー
ス
ル
ー
と
に
は
、
必
然
的
な
関
係
性
が
あ
り
ま
す
。
①
 
正
し
い
ス
イ
ン
グ
を
し
て
い
れ
ば
、
フ
ォ
ロ
ー
ス
ル
ー
に
そ
れ
が
は
っ
き
り
と
現
れ
て
く
る
の
で
す
。
 
  グ
リ
ッ
プ
が
悪
い
と
、
良
い
ス
イ
ン
グ
を
望
む
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
 
 
ス
イ
ン
グ
の
中
で
右
肘
を
引
き
つ
け
る
動
作
、
ま
た
、
足
の
位
置
と
ス
イ
ン
グ
の
長
さ
の
関
係
は
、
正
し
く
理
解
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
①
 
身
体
の
脇
に
右
肘
を
引
き
つ
け
て
と
言
う
の
は
、
ダ
ウ
ン
ス
イ
ン
グ
の
時
で
、
バ
ッ
ク
ス
イ
ン
グ
の
時
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 
 足
の
位
置
に
よ
っ
て
ス
イ
ン
グ
の
長
さ
が
大
き
く
変
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
、
ほ
と
ん
ど
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
は
理
解
し
て
い
ま
せ
ん
。
 
 
シ
ョ
ッ
ト
の
ミ
ス
に
つ
い
て
、
問
題
の
本
質
を
見
極
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
②
 
ア
ベ
レ
ー
ジ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
は
素
晴
ら
し
い
素
振
り
が
出
来
て
も
ミ
ス
を
す
る
も
の
で
す
が
、
グ
リ
ッ
プ
も
ス
イ
ン
グ
も
ひ
ど
い
エ
キ
ス
パ
ー
ト
は
存
在
し
ま
す
。
①
 
ア
ベ
レ
ー
ジ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
が
素
晴
ら
し
い
素
振
り
を
し
た
後
、
ボ
ー
ル
に
近
づ
い
て
素
振
り
と
は
ま
っ
た
く
違
う
ス
イ
ン
グ
を
し
て
、
ひ
ど
い
シ
ョ
ッ
ト
を
す
る
の
を
何
度
見
て
き
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
 
 要
注
意
な
の
が
グ
リ
ッ
プ
も
ス
イ
ン
グ
も
ひ
ど
い
プ
レ
ー
ヤ
ー
だ
。
 
 
ス
イ
ン
グ
自
体
に
問
題
が
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
イ
ン
パ
ク
ト
時
の
ク
ラ
ブ
フ
ェ
イ
ス
の
向
き
に
問
題
が
あ
る
の
か
を
知
る
こ
と
が
大
切
な
こ
と
で
す
。
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確
立
さ
れ
た
ス
タ
イ
ル
を
基
本
と
す
る
ス
イ
ン
グ
を
、
最
高
の
水
準
を
目
指
し
て
学
ぶ
の
が
一
番
で
す
。
③
 
ス
イ
ン
グ
は
、
ゴ
ル
フ
ァ
ー
そ
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も
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。
③
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イ
ン
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。
②
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カ
ト
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。
①
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ァ
ー
が
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、
あ
の
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統
的
な
完
璧
ス
イ
ン
グ
」を
作
る
方
法
を
こ
れ
か
ら
紹
介
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し
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う
。
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り
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す
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は
、
左
足
カ
カ
ト
を
上
げ
る
方
法
が
一
番
ス
イ
ン
グ
し
や
す
い
方
法
だ
と
思
う
か
ら
で
す
。
 
年
配
プ
レ
ー
ヤ
ー
は
、
バ
ッ
ク
ス
イ
ン
グ
で
左
足
の
カ
カ
ト
を
地
面
か
ら
離
し
て
、
ク
ラ
ブ
で
ポ
ー
ル
を
上
げ
る
や
り
方
が
良
い
で
す
。
①
 
シ
ー
ズ
ン
ド
・シ
チ
ズ
ン
は
、
ス
イ
ン
グ
で
は
な
く
、
ク
ラ
ブ
で
ボ
ー
ル
を
上
げ
る
こ
と
を
薦
め
ま
す
。
 
本
当
に
重
要
な
こ
と
な
の
で
す
が
、
シ
ー
ズ
ン
ド
・シ
チ
ズ
ン
は
バ
ッ
ク
ス
イ
ン
グ
の
際
に
左
足
の
カ
カ
ト
を
地
面
か
ら
離
す
よ
う
に
し
た
ほ
う
が
い
い
で
す
。
 
ス
イ
ン
グ
は
、
正
し
く
練
習
し
て
、
よ
り
高
い
質
で
学
ぶ
こ
と
が
最
も
大
切
で
す
。
②
 
素
振
り
に
目
標
ポ
イ
ン
ト
を
用
意
し
、
ま
た
、
ス
ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン
で
ス
イ
ン
グ
を
繰
り
返
し
、
よ
り
高
い
質
で
学
び
ま
し
ょ
う
。
①
 
こ
れ
か
ら
は
素
振
り
を
す
る
な
ら
、
必
ず
何
か
目
標
と
な
る
ポ
イ
ン
ト
を
作
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。
 
脳
と
筋
肉
は
、
ス
ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン
で
ス
イ
ン
グ
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
ミ
ス
を
犯
す
こ
と
な
く
よ
り
高
い
質
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 
ス
イ
ン
グ
の
練
習
は
、
良
い
結
果
を
も
た
ら
す
、
正
し
い
方
法
で
練
習
を
す
る
の
が
一
番
で
す
。
①
 
 
ゴ
ル
フ
の
筋
肉
を
鍛
え
る
た
め
に
は
、
重
い
ク
ラ
ブ
を
使
っ
て
い
つ
も
の
グ
リ
ッ
プ
と
ス
タ
ン
ス
で
ス
イ
ン
グ
す
る
の
が
一
番
で
す
。
 
ス
イ
ン
グ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
補
助
装
置
の
ベ
ス
ト
ワ
ン
は
金
物
屋
で
す
ぐ
手
に
入
る
代
物
で
、
ど
こ
に
で
も
あ
る
除
草
用
カ
ッ
タ
ー
で
す
。
 
フ
ル
ス
イ
ン
グ
の
練
習
の
た
め
の
一
番
良
い
方
法
は
、
良
い
結
果
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
ク
ラ
ブ
で
練
習
す
る
こ
と
で
す
。
 
ス
イ
ン
グ
に
つ
い
て
の
専
門
用
語
も
コ
ツ
も
、
あ
く
ま
で
も
ゴ
ル
フ
を
学
ぶ
生
徒
の
身
に
な
っ
て
教
え
ま
す
。
②
 
フ
ォ
ワ
ー
ド
プ
レ
ス
や
リ
ス
ト
コ
ッ
ク
は
、
ス
イ
ン
グ
を
学
ぶ
生
徒
の
身
に
な
っ
て
説
明
し
ま
す
。
①
 
ス
イ
ン
グ
を
始
め
る
き
っ
か
け
と
な
る
フ
ォ
ワ
ー
ド
プ
レ
ス
の
感
覚
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
方
法
は
、
水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
を
両
手
で
掴
ん
で
立
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
想
像
し
て
み
る
こ
と
で
す
。
 
私
は
早
く
て
完
全
な
リ
ス
ト
コ
ッ
ク
を
使
う
ス
イ
ン
グ
を
好
み
ま
す
が
、
「リ
ス
ト
コ
ッ
ク
」と
言
う
言
葉
は
生
徒
を
混
乱
さ
せ
る
の
で
あ
ま
り
使
い
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
 
ク
ラ
ブ
を
楽
器
を
持
つ
よ
う
に
軽
く
握
り
続
け
る
こ
と
、
そ
し
て
、
「魔
法
の
動
き
」と
呼
ぶ
動
作
は
、
ゴ
ル
フ
ス
イ
ン
グ
の
コ
ツ
で
す
。
①
 
ク
ラ
ブ
を
き
れ
い
な
楽
器
だ
と
思
っ
て
、
ス
イ
ン
グ
の
間
中
ず
っ
と
軽
く
握
り
続
け
て
く
だ
さ
い
。
 
ゴ
ル
フ
ス
イ
ン
グ
に
「魔
法
の
動
き
」が
あ
る
と
す
れ
ば
、
「ダ
ウ
ン
ス
イ
ン
グ
を
始
め
る
と
き
、
右
肘
を
身
体
に
引
き
付
け
つ
つ
、
体
重
を
左
足
に
移
し
変
え
る
」こ
と
で
す
。
 
私
は
、
素
晴
ら
し
い
ス
イ
ン
グ
は
、
そ
の
持
ち
主
の
人
柄
ま
で
を
記
憶
し
ま
す
。
②
 
私
は
、
最
も
綺
麗
な
ス
イ
ン
グ
や
自
分
好
み
の
ス
イ
ン
グ
を
、
そ
の
持
ち
主
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
で
説
明
し
ま
す
。
①
 
こ
れ
ま
で
に
私
が
見
た
「最
も
綺
麗
な
ス
イ
ン
グ
」と
い
う
と
、
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
・ス
ミ
ス
の
ス
イ
ン
グ
で
す
。
 
私
の
好
き
な
４
つ
の
ゴ
ル
フ
ス
イ
ン
グ
は
、
1
.ベ
ン
・ク
レ
ン
シ
ョ
ー
、
2
.ミ
ッ
キ
ー
・ラ
イ
ト
、
3
.デ
イ
ブ
・マ
ー
、
4
.ア
ル
・ガ
イ
バ
ー
ガ
ー
で
す
。
 
私
は
、
ミ
ッ
キ
ー
と
彼
女
の
素
晴
ら
し
い
ス
イ
ン
グ
を
思
い
出
す
と
い
つ
も
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
。
●
 
ス
イ
ン
グ
の
前
段
階
と
開
始
の
瞬
間
、
そ
し
て
、
ゴ
ル
フ
ァ
ー
の
癖
に
、
重
大
な
ミ
ス
を
犯
す
可
能
性
が
存
在
し
ま
す
。
②
 
シ
ョ
ッ
ト
の
際
の
素
振
り
や
ワ
ッ
グ
ル
に
は
練
習
の
意
味
が
あ
り
ま
す
が
、
本
来
の
目
的
を
忘
れ
る
ほ
ど
や
り
過
ぎ
る
ゴ
ル
フ
ァ
ー
が
多
い
で
す
。
①
 
コ
ー
ス
を
回
っ
て
い
る
時
、
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の
度
に
ニ
、
三
度
素
振
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を
す
る
の
は
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間
を
と
り
過
ぎ
で
す
。
 
ワ
ッ
グ
ル
は
ち
ょ
っ
と
し
た
練
習
ス
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に
な
り
、
緊
張
を
ほ
ぐ
し
て
く
れ
る
の
で
す
。
た
だ
し
、
本
来
の
目
的
を
忘
れ
て
し
ま
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て
は
だ
め
で
す
。
 
ス
イ
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グ
の
前
や
バ
ッ
ク
ス
イ
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グ
を
始
め
る
際
に
、
重
大
な
ミ
ス
を
犯
す
可
能
性
が
存
在
し
ま
す
。
①
 
ボ
ー
ル
の
位
置
は
、
グ
リ
ッ
プ
の
次
に
大
切
で
、
こ
れ
ら
の
ミ
ス
は
ス
イ
ン
グ
す
る
前
の
ミ
ス
で
す
。
 
 ク
ラ
ブ
ヘ
ッ
ド
が
後
ろ
に
振
ら
れ
る
の
を
見
る
癖
ほ
ど
悪
い
こ
と
は
な
い
の
で
す
。
 
 
ス
イ
ン
グ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
正
し
く
理
解
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
②
 
ス
イ
ン
グ
と
グ
リ
ッ
プ
と
に
は
、
ま
た
、
ス
イ
ン
グ
に
お
け
る
フ
ォ
ロ
ー
ス
ル
ー
と
に
は
、
必
然
的
な
関
係
性
が
あ
り
ま
す
。
①
 
正
し
い
ス
イ
ン
グ
を
し
て
い
れ
ば
、
フ
ォ
ロ
ー
ス
ル
ー
に
そ
れ
が
は
っ
き
り
と
現
れ
て
く
る
の
で
す
。
 
  グ
リ
ッ
プ
が
悪
い
と
、
良
い
ス
イ
ン
グ
を
望
む
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
 
 
ス
イ
ン
グ
の
中
で
右
肘
を
引
き
つ
け
る
動
作
、
ま
た
、
足
の
位
置
と
ス
イ
ン
グ
の
長
さ
の
関
係
は
、
正
し
く
理
解
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
①
 
身
体
の
脇
に
右
肘
を
引
き
つ
け
て
と
言
う
の
は
、
ダ
ウ
ン
ス
イ
ン
グ
の
時
で
、
バ
ッ
ク
ス
イ
ン
グ
の
時
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 
 足
の
位
置
に
よ
っ
て
ス
イ
ン
グ
の
長
さ
が
大
き
く
変
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
、
ほ
と
ん
ど
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
は
理
解
し
て
い
ま
せ
ん
。
 
 
シ
ョ
ッ
ト
の
ミ
ス
に
つ
い
て
、
問
題
の
本
質
を
見
極
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
②
 
ア
ベ
レ
ー
ジ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
は
素
晴
ら
し
い
素
振
り
が
出
来
て
も
ミ
ス
を
す
る
も
の
で
す
が
、
グ
リ
ッ
プ
も
ス
イ
ン
グ
も
ひ
ど
い
エ
キ
ス
パ
ー
ト
は
存
在
し
ま
す
。
①
 
ア
ベ
レ
ー
ジ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
が
素
晴
ら
し
い
素
振
り
を
し
た
後
、
ボ
ー
ル
に
近
づ
い
て
素
振
り
と
は
ま
っ
た
く
違
う
ス
イ
ン
グ
を
し
て
、
ひ
ど
い
シ
ョ
ッ
ト
を
す
る
の
を
何
度
見
て
き
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
 
 要
注
意
な
の
が
グ
リ
ッ
プ
も
ス
イ
ン
グ
も
ひ
ど
い
プ
レ
ー
ヤ
ー
だ
。
 
 
ス
イ
ン
グ
自
体
に
問
題
が
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
イ
ン
パ
ク
ト
時
の
ク
ラ
ブ
フ
ェ
イ
ス
の
向
き
に
問
題
が
あ
る
の
か
を
知
る
こ
と
が
大
切
な
こ
と
で
す
。
●
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③
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②
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①
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。
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れ
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。
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を
、
ほ
と
ん
ど
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
は
理
解
し
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。
②
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す
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①
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振
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。
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問
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イ
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ク
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確
立
さ
れ
た
ス
タ
イ
ル
を
基
本
と
す
る
ス
イ
ン
グ
を
、
最
高
の
水
準
を
目
指
し
て
学
ぶ
の
が
一
番
で
す
。
③
 
私
は
、
伝
統
的
で
完
璧
な
、
一
番
振
り
や
す
い
、
バ
ッ
ク
ス
イ
ン
グ
で
左
足
の
カ
カ
ト
を
上
げ
る
ス
タ
イ
ル
を
、
ス
イ
ン
グ
の
基
本
と
考
え
ま
す
。
②
 
私
は
、
す
べ
て
の
ゴ
ル
フ
ァ
ー
の
目
指
す
ス
イ
ン
グ
は
、
伝
統
的
な
完
璧
の
、
一
番
振
り
や
す
い
、
左
足
カ
カ
ト
を
上
げ
る
ス
イ
ン
グ
だ
と
考
え
ま
す
。
①
 
す
べ
て
の
ゴ
ル
フ
ァ
ー
が
目
指
し
て
い
る
、
あ
の
「伝
統
的
な
完
璧
ス
イ
ン
グ
」を
作
る
方
法
を
こ
れ
か
ら
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
 
私
が
昔
の
や
り
方
を
支
持
す
る
の
は
、
左
足
カ
カ
ト
を
上
げ
る
方
法
が
一
番
ス
イ
ン
グ
し
や
す
い
方
法
だ
と
思
う
か
ら
で
す
。
 
年
配
プ
レ
ー
ヤ
ー
は
、
バ
ッ
ク
ス
イ
ン
グ
で
左
足
の
カ
カ
ト
を
地
面
か
ら
離
し
て
、
ク
ラ
ブ
で
ポ
ー
ル
を
上
げ
る
や
り
方
が
良
い
で
す
。
①
 
シ
ー
ズ
ン
ド
・シ
チ
ズ
ン
は
、
ス
イ
ン
グ
で
は
な
く
、
ク
ラ
ブ
で
ボ
ー
ル
を
上
げ
る
こ
と
を
薦
め
ま
す
。
 
本
当
に
重
要
な
こ
と
な
の
で
す
が
、
シ
ー
ズ
ン
ド
・シ
チ
ズ
ン
は
バ
ッ
ク
ス
イ
ン
グ
の
際
に
左
足
の
カ
カ
ト
を
地
面
か
ら
離
す
よ
う
に
し
た
ほ
う
が
い
い
で
す
。
 
ス
イ
ン
グ
は
、
正
し
く
練
習
し
て
、
よ
り
高
い
質
で
学
ぶ
こ
と
が
最
も
大
切
で
す
。
②
 
素
振
り
に
目
標
ポ
イ
ン
ト
を
用
意
し
、
ま
た
、
ス
ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン
で
ス
イ
ン
グ
を
繰
り
返
し
、
よ
り
高
い
質
で
学
び
ま
し
ょ
う
。
①
 
こ
れ
か
ら
は
素
振
り
を
す
る
な
ら
、
必
ず
何
か
目
標
と
な
る
ポ
イ
ン
ト
を
作
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。
 
脳
と
筋
肉
は
、
ス
ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン
で
ス
イ
ン
グ
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
ミ
ス
を
犯
す
こ
と
な
く
よ
り
高
い
質
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 
ス
イ
ン
グ
の
練
習
は
、
良
い
結
果
を
も
た
ら
す
、
正
し
い
方
法
で
練
習
を
す
る
の
が
一
番
で
す
。
①
 
 ゴ
ル
フ
の
筋
肉
を
鍛
え
る
た
め
に
は
、
重
い
ク
ラ
ブ
を
使
っ
て
い
つ
も
の
グ
リ
ッ
プ
と
ス
タ
ン
ス
で
ス
イ
ン
グ
す
る
の
が
一
番
で
す
。
 
ス
イ
ン
グ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
補
助
装
置
の
ベ
ス
ト
ワ
ン
は
金
物
屋
で
す
ぐ
手
に
入
る
代
物
で
、
ど
こ
に
で
も
あ
る
除
草
用
カ
ッ
タ
ー
で
す
。
 
フ
ル
ス
イ
ン
グ
の
練
習
の
た
め
の
一
番
良
い
方
法
は
、
良
い
結
果
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
ク
ラ
ブ
で
練
習
す
る
こ
と
で
す
。
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ス
イ
ン
グ
は
、
ゴ
ル
フ
ァ
ー
そ
の
も
の
と
言
え
ま
す
。
③
 
ス
イ
ン
グ
に
つ
い
て
の
専
門
用
語
も
コ
ツ
も
、
あ
く
ま
で
も
ゴ
ル
フ
を
学
ぶ
生
徒
の
身
に
な
っ
て
教
え
ま
す
。
②
 
フ
ォ
ワ
ー
ド
プ
レ
ス
や
リ
ス
ト
コ
ッ
ク
は
、
ス
イ
ン
グ
を
学
ぶ
生
徒
の
身
に
な
っ
て
説
明
し
ま
す
。
①
 
ス
イ
ン
グ
を
始
め
る
き
っ
か
け
と
な
る
フ
ォ
ワ
ー
ド
プ
レ
ス
の
感
覚
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
方
法
は
、
水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
を
両
手
で
掴
ん
で
立
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
想
像
し
て
み
る
こ
と
で
す
。
 
私
は
早
く
て
完
全
な
リ
ス
ト
コ
ッ
ク
を
使
う
ス
イ
ン
グ
を
好
み
ま
す
が
、
「リ
ス
ト
コ
ッ
ク
」と
言
う
言
葉
は
生
徒
を
混
乱
さ
せ
る
の
で
あ
ま
り
使
い
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
 
ク
ラ
ブ
を
楽
器
を
持
つ
よ
う
に
軽
く
握
り
続
け
る
こ
と
、
そ
し
て
、
「魔
法
の
動
き
」と
呼
ぶ
動
作
は
、
ゴ
ル
フ
ス
イ
ン
グ
の
コ
ツ
で
す
。
①
 
ク
ラ
ブ
を
き
れ
い
な
楽
器
だ
と
思
っ
て
、
ス
イ
ン
グ
の
間
中
ず
っ
と
軽
く
握
り
続
け
て
く
だ
さ
い
。
 
ゴ
ル
フ
ス
イ
ン
グ
に
「魔
法
の
動
き
」が
あ
る
と
す
れ
ば
、
「ダ
ウ
ン
ス
イ
ン
グ
を
始
め
る
と
き
、
右
肘
を
身
体
に
引
き
付
け
つ
つ
、
体
重
を
左
足
に
移
し
変
え
る
」こ
と
で
す
。
 
私
は
、
素
晴
ら
し
い
ス
イ
ン
グ
は
、
そ
の
持
ち
主
の
人
柄
ま
で
を
記
憶
し
ま
す
。
②
 
私
は
、
最
も
綺
麗
な
ス
イ
ン
グ
や
自
分
好
み
の
ス
イ
ン
グ
を
、
そ
の
持
ち
主
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
で
説
明
し
ま
す
。
①
 
こ
れ
ま
で
に
私
が
見
た
「最
も
綺
麗
な
ス
イ
ン
グ
」と
い
う
と
、
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
・ス
ミ
ス
の
ス
イ
ン
グ
で
す
。
 
私
の
好
き
な
４
つ
の
ゴ
ル
フ
ス
イ
ン
グ
は
、
1
.ベ
ン
・ク
レ
ン
シ
ョ
ー
、
2
.ミ
ッ
キ
ー
・ラ
イ
ト
、
3
.デ
イ
ブ
・マ
ー
、
4
.ア
ル
・ガ
イ
バ
ー
ガ
ー
で
す
。
 
私
は
、
ミ
ッ
キ
ー
と
彼
女
の
素
晴
ら
し
い
ス
イ
ン
グ
を
思
い
出
す
と
い
つ
も
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
。
●
 
図
４
 
最
終
の
表
札
の
三
つ
目
と
そ
の
下
位
情
報
 
- 77 -
高等教育推進センター紀要「リベラル・アーツ」９号 
論文：ハービー・ぺニックのスイング観についての狭義 KJ 法による究明 
 
るスタイルを、スイングの基本と考えます。」である。また、この最終の表札とその下位情
報に対して、シンボルマーク「真の基本」を付与した。 
最終の表札の三つ目について、詳細を説明する。図４「最終の表札の三つ目とその下位
情報」に示す通り、「スイングは、ゴルファーそのものと言えます。」となった。そして、
この表札は下位に２つの次なる表札を備えていた。すなわち、「スイングについての専門用
語もコツも、あくまでもゴルフを学ぶ生徒の身になって教えます。」と「私は、素晴らしい
スイングは、その持ち主の人柄までを記憶します。」である。また、この最終の表札とその
下位情報に対して、シンボルマーク「一人一人を尊重」を付与した。 
次に、最終の表札が３つと複数になったことから、それら最終の表札らの関係性を把握
した関係線について説明する。図１「ペニックのスイング観に関する図解の全体図」に示
す通り、最終の表札の一つ目と最終の表札の二つ目との間に、相互の作用を意味する双方
向性の関係線を付与した。そして、最終の表札の一つ目から最終の表札の三つ目へ向かう、
作用を意味する一方向性の関係線を付与した。また、最終の表札の二つ目から最終の表札
の三つ目へ向かう、作用を意味する一方向性の関係線を付与した。 
 最後に、図１「ペニックのスイング観に関する図解の全体図」の図中に示す通り、最終
の表札３つ、最終の表札とその下位情報に付与したシンボルマーク３つ、そして、最終の
表札らの間に見出した関係線３つを貫く図解の核心を発想によって把握した。すなわち、
図解の核心「スイングは、ゴルファーをゴルフの本質的な理解へと導く主題です。」を得た。 
 
４．考察 
 結果に基づいて、ペニックのスイング観についての詳細を検討する。先ず、最終の表札
とその下位情報についての詳細を把握して、彼のスイングについての見解の特徴を検討す
る。そして、最終の表札、付与したシンボルマーク３つ、関係線３つから、最終の表札の
下位情報を詳細に把握して、ペニックのスイングについての見解から浮かび上がった彼の
スイング観の特徴を検討する。 
 初めの考察の視点である、ペニックのスイングについての見解の特徴について、最終の
表札のどれもがスイングに関する明快な彼の主張と言えることから、それら全てを検討す
る。最終の表札の一つ目「スイングは洞察を必要とする主題です。」からは、ペニックがゴ
ルフのスイングを深く考察すべき主題と理解していることが伺われる。彼は、スイングの
前段階や動作の開始の瞬間、さらにはゴルファーの癖にまでミスの可能性が潜むことを指
摘する。そして、スイングのメカニズムは誤解されがちであることやショットのミスに対
しては問題の本質への正しい考察が必要であることを指摘する。具体的に言うならば、ス
イングを完遂してショットを成功させるためにはボールの位置を間違えず、スイングの始
動を誤らず、素振りやワッグルをすることに気持ちを奪われないことが重要であると、ペ
ニックは主張する。そして、彼は良いグリップが良いスイングの条件であること、正しい
スイングの結果はフォロースルーに現れることを主張する。また、ペニックはゴルファー
の素振りの仕方はショットの成否の鍵を握ると述べる一方で、ミスの本質的な克服にスコ
アメイクの視点が無視できないと説明する。ペニックは、何よりも第一番にスイングとい
う運動の本質は、それを完遂することがゴルファーにとって容易ではない課題であると理
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解するのである。 
 次に、最終の表札の二つ目「確立されたスタイルを基本とするスイングを、最高の水準
を目指して学ぶのが一番です。」からは、ペニックが確立されたスタイルのスイング、その
最高の水準を目標とすべきと考えていることがわかる。ペニックは、ゴルファーにとって
ゴルフの伝統的で完璧なスタイル、バックスイングで左足カカトを上げるスタイルこそス
イングにおける基本であることを指摘する。そして、そのスイングを正しく、より高い質
で学ぶことが一番であると指摘する。具体的に言うならば、ペニックはスイングの基本を
「伝統的で完璧な」スタイルと表現して、既に基本形は完成されていることを主張する。
そして、そのスタイルは、一番振りやすくて、年配ゴルファーにも勧められる万能のスタ
イルであることも伝えようとする。また、ペニックは、スイングの練習は正しい方法で行
うことが一番大切であって、それには素振りに目標ポイントを用意すること、そして、ス
ローモーションでスイングを繰り返すことで高い質の学びとなることをごく真面目に説明
する。ペニックは言及を避けたと思われるが、年配のゴルファーに対して体に負担のかか
るスタイルのスイングが指導される事例が少なくないことを危惧する様子が捉えられた。
ペニックは、基本によって導かれる最高の水準のスイングが存在すること、そして、それ
がスイングを学ぶ筋道における正しい目標となると見ている。ペニックは、自身が学んだ
スイングの真の基本について、我々に素直な気持ちから伝えると考える。 
 そして、最終の表札の三つ目「スイングは、ゴルファーそのものと言えます。」からは、
スイングはゴルファーにとって非常に重要な主題であって、それゆえ、ゴルファーの個性
が蔑ろにしないペニックの指導者としての姿勢が伺われる。ペニックは、スイングを学ぶ
生徒がゴルフの用語に惑わされないように心を配り、スイングのコツを速やかに会得させ
るようとする。そして、彼は素晴らしいスイングをその持ち主の人間性と関連付けて評価
する。具体的に言うならば、ペニックはスイングを学ぶ生徒を惑わせないようにフォワー
ドプレスやリストコックの専門用語を注意深く取り扱う。そして、クラブを精密な楽器に
見立てて手に取るように例えで教え、また、魔法の動きと表現を工夫して生徒の学習意欲
を高める。一方で、ペニックは、素晴らしいスイングの持ち主の名前を挙げて説明をする。
彼の見た中で最も綺麗なスイングは、マクドナルド・スミス（Macdonald Smith）のもので
あることを明言する。また、彼自身の好きなスイングはその持ち主の名前、ベン・クレン
ショー（Ben Crenshaw）、ミッキー・ライト（Mickey Wright）、デイブ・マー（Dave Marr）、
そして、アル・ガイバーガー（Al Geiberger）の名前を挙げて説明する。さらに、彼はミッ
キー・ライトの素晴らしいスイングを彼女のこれまた素晴らしい人柄と合わせて思い出す
ことに感動を覚えることに言及する。ペニックは、スイングを学ぶ生徒一人一人を尊重す
る必要のある運動と考えることがわかる。彼は、スイングには人間がそれを極める価値を
備え得る運動と考えるのではないだろうか。おそらく、ペニックの伝えようとするゴルフ
ァーの会得し得るスイングの高みは、そこに到達するための能力と共に努力を要する技芸
と呼ぶべき領域であるからに違いない。 
 もう一つの考察の視点である、スイングについての見解から浮かび上がるペニックのス
イング観の特徴について、付与した関係線３つに着目してそれらの作用からその特徴を検
討する。 
先ず、最終の表札の一つ目「スイングは、洞察を必要とする主題です。」と最終の表札の
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るスタイルを、スイングの基本と考えます。」である。また、この最終の表札とその下位情
報に対して、シンボルマーク「真の基本」を付与した。 
最終の表札の三つ目について、詳細を説明する。図４「最終の表札の三つ目とその下位
情報」に示す通り、「スイングは、ゴルファーそのものと言えます。」となった。そして、
この表札は下位に２つの次なる表札を備えていた。すなわち、「スイングについての専門用
語もコツも、あくまでもゴルフを学ぶ生徒の身になって教えます。」と「私は、素晴らしい
スイングは、その持ち主の人柄までを記憶します。」である。また、この最終の表札とその
下位情報に対して、シンボルマーク「一人一人を尊重」を付与した。 
次に、最終の表札が３つと複数になったことから、それら最終の表札らの関係性を把握
した関係線について説明する。図１「ペニックのスイング観に関する図解の全体図」に示
す通り、最終の表札の一つ目と最終の表札の二つ目との間に、相互の作用を意味する双方
向性の関係線を付与した。そして、最終の表札の一つ目から最終の表札の三つ目へ向かう、
作用を意味する一方向性の関係線を付与した。また、最終の表札の二つ目から最終の表札
の三つ目へ向かう、作用を意味する一方向性の関係線を付与した。 
 最後に、図１「ペニックのスイング観に関する図解の全体図」の図中に示す通り、最終
の表札３つ、最終の表札とその下位情報に付与したシンボルマーク３つ、そして、最終の
表札らの間に見出した関係線３つを貫く図解の核心を発想によって把握した。すなわち、
図解の核心「スイングは、ゴルファーをゴルフの本質的な理解へと導く主題です。」を得た。 
 
４．考察 
 結果に基づいて、ペニックのスイング観についての詳細を検討する。先ず、最終の表札
とその下位情報についての詳細を把握して、彼のスイングについての見解の特徴を検討す
る。そして、最終の表札、付与したシンボルマーク３つ、関係線３つから、最終の表札の
下位情報を詳細に把握して、ペニックのスイングについての見解から浮かび上がった彼の
スイング観の特徴を検討する。 
 初めの考察の視点である、ペニックのスイングについての見解の特徴について、最終の
表札のどれもがスイングに関する明快な彼の主張と言えることから、それら全てを検討す
る。最終の表札の一つ目「スイングは洞察を必要とする主題です。」からは、ペニックがゴ
ルフのスイングを深く考察すべき主題と理解していることが伺われる。彼は、スイングの
前段階や動作の開始の瞬間、さらにはゴルファーの癖にまでミスの可能性が潜むことを指
摘する。そして、スイングのメカニズムは誤解されがちであることやショットのミスに対
しては問題の本質への正しい考察が必要であることを指摘する。具体的に言うならば、ス
イングを完遂してショットを成功させるためにはボールの位置を間違えず、スイングの始
動を誤らず、素振りやワッグルをすることに気持ちを奪われないことが重要であると、ペ
ニックは主張する。そして、彼は良いグリップが良いスイングの条件であること、正しい
スイングの結果はフォロースルーに現れることを主張する。また、ペニックはゴルファー
の素振りの仕方はショットの成否の鍵を握ると述べる一方で、ミスの本質的な克服にスコ
アメイクの視点が無視できないと説明する。ペニックは、何よりも第一番にスイングとい
う運動の本質は、それを完遂することがゴルファーにとって容易ではない課題であると理
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解するのである。 
 次に、最終の表札の二つ目「確立されたスタイルを基本とするスイングを、最高の水準
を目指して学ぶのが一番です。」からは、ペニックが確立されたスタイルのスイング、その
最高の水準を目標とすべきと考えていることがわかる。ペニックは、ゴルファーにとって
ゴルフの伝統的で完璧なスタイル、バックスイングで左足カカトを上げるスタイルこそス
イングにおける基本であることを指摘する。そして、そのスイングを正しく、より高い質
で学ぶことが一番であると指摘する。具体的に言うならば、ペニックはスイングの基本を
「伝統的で完璧な」スタイルと表現して、既に基本形は完成されていることを主張する。
そして、そのスタイルは、一番振りやすくて、年配ゴルファーにも勧められる万能のスタ
イルであることも伝えようとする。また、ペニックは、スイングの練習は正しい方法で行
うことが一番大切であって、それには素振りに目標ポイントを用意すること、そして、ス
ローモーションでスイングを繰り返すことで高い質の学びとなることをごく真面目に説明
する。ペニックは言及を避けたと思われるが、年配のゴルファーに対して体に負担のかか
るスタイルのスイングが指導される事例が少なくないことを危惧する様子が捉えられた。
ペニックは、基本によって導かれる最高の水準のスイングが存在すること、そして、それ
がスイングを学ぶ筋道における正しい目標となると見ている。ペニックは、自身が学んだ
スイングの真の基本について、我々に素直な気持ちから伝えると考える。 
 そして、最終の表札の三つ目「スイングは、ゴルファーそのものと言えます。」からは、
スイングはゴルファーにとって非常に重要な主題であって、それゆえ、ゴルファーの個性
が蔑ろにしないペニックの指導者としての姿勢が伺われる。ペニックは、スイングを学ぶ
生徒がゴルフの用語に惑わされないように心を配り、スイングのコツを速やかに会得させ
るようとする。そして、彼は素晴らしいスイングをその持ち主の人間性と関連付けて評価
する。具体的に言うならば、ペニックはスイングを学ぶ生徒を惑わせないようにフォワー
ドプレスやリストコックの専門用語を注意深く取り扱う。そして、クラブを精密な楽器に
見立てて手に取るように例えで教え、また、魔法の動きと表現を工夫して生徒の学習意欲
を高める。一方で、ペニックは、素晴らしいスイングの持ち主の名前を挙げて説明をする。
彼の見た中で最も綺麗なスイングは、マクドナルド・スミス（Macdonald Smith）のもので
あることを明言する。また、彼自身の好きなスイングはその持ち主の名前、ベン・クレン
ショー（Ben Crenshaw）、ミッキー・ライト（Mickey Wright）、デイブ・マー（Dave Marr）、
そして、アル・ガイバーガー（Al Geiberger）の名前を挙げて説明する。さらに、彼はミッ
キー・ライトの素晴らしいスイングを彼女のこれまた素晴らしい人柄と合わせて思い出す
ことに感動を覚えることに言及する。ペニックは、スイングを学ぶ生徒一人一人を尊重す
る必要のある運動と考えることがわかる。彼は、スイングには人間がそれを極める価値を
備え得る運動と考えるのではないだろうか。おそらく、ペニックの伝えようとするゴルフ
ァーの会得し得るスイングの高みは、そこに到達するための能力と共に努力を要する技芸
と呼ぶべき領域であるからに違いない。 
 もう一つの考察の視点である、スイングについての見解から浮かび上がるペニックのス
イング観の特徴について、付与した関係線３つに着目してそれらの作用からその特徴を検
討する。 
先ず、最終の表札の一つ目「スイングは、洞察を必要とする主題です。」と最終の表札の
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二つ目「確立されたスタイルを基本とするスイングを、最高の水準を目指して学ぶのが一
番です。」との間の双方向性の関係線について説明する。この関係線が双方向の性質を備え
る理由は、ペニックはこれら２つの見解を別個にまとめたのではないこと、つまり、それ
らの見解を相互の関わりの中でまとめ上げたことが推察される。なぜなら、これらのスイ
ングについての見解のどちらをまとめる思索は、優れた指導能力を有するペニックにとっ
ても決して容易であったとは思われないからである。そして、彼はスイングの本質の考察
を重ねることによって、スイングの基本について一層深い見解を得たであろう。それとは
逆に、スイングの基本の考察を重ねる中からスイングの本質について一層深い見解も得た
はずである。ペニックのゴルフに対する探究心は、スイングの本質とスイングの基本につ
いての結論を漸次もたらしたと考える。 
 次に、最終の表札の一つ目「スイングは、洞察を必要とする主題です。」から最終の表札
の三つ目「ゴルフのスイングは、そのゴルファーそのものと言えます。」へ向かう一方向性
の関係線について説明する。この関係線が一方向の性質を備える理由は、スイングは難解
な主題であるために、スイングの本質をゴルファーの一人一人を尊重することなしに習得
させることの出来ない運動という、ペニックの理解が伺われる。ペニックは自身の学びで
あるスイングの本質が確固たるものとなるほど、彼はゴルファー自身の絶え間ない努力に
よって習得される様子を目の当たりにしたに違いない。ペニックの教えようとする本質的
なスイング、その習得を目指すゴルファーへ彼は敬意を表さずにはいられなかったのであ
る。 
そして、最後の表札の二つ目「確立されたスタイルを基本とするスイングを、最高の水
準を目指して学ぶのが一番です。」から最終の表札の三つ目「ゴルフのスイングは、ゴルフ
ァーそのものと言えます。」へ向かう一方向性の関係線について説明する。この関係線が一
方向の性質を備える理由は、確立したスタイルがスイングの基本中の基本であって、この
基本によってスイングの最高の水準を目指して学ぶべき道筋はスイングの習得における本
筋であることをペニックは生徒に理解してほしいのである。彼はこのスイングの基本を教
えたとしても、ゴルファーの個性を尊重することなしにはスイングを習熟させることは出
来ないと理解していたと考える。ペニックは自身の学びであるスイングの基本が確固たる
ものとなるにつれて、それを学ぶゴルファーの個性から多様な学びが繰り広げられる様を
目にしたに違いない。 
 また、3 つの関係線が最後の表札らを結びつける関係は、ペニックが彼のスイングにつ
いての見解を貫く総合的な視点、つまり、彼のスイング観は俯瞰的な特徴を備えることを
示唆する。図解の核心「スイングは、ゴルファーをゴルフの本質的な理解へと導く主題で
す。」は、スイングを俯瞰する高い次元の視点を備えたペニックのスイング観と考えられる。
そして、ペニックが辿りついたこのスイング観は、すべてのゴルファーにとってのスイン
グ観となる可能性があることまで、彼は理解していたに違いない。 
考察の最後として、優れたゴルフ指導者であるペニックのスイング観を明らかにする主
題に向き合った結果として深まった、彼のゴルフ指導者としての優秀性について触れる。
それは、ペニックのゴルフに対する献身的で真摯な態度である。 
ペニックが“Harvey Penick's Little Red Book”を出版した決意は、彼のゴルフに対する真摯な
態度と関わり深い。本研究の目的で述べた通り、ペニックは自己省察の末に、ゴルフ指導
高等教育推進センター紀要「リベラル・アーツ」９号 
論文：ハービー・ぺニックのスイング観についての狭義 KJ 法による究明 
者としての学んだことを秘密にするべきではない、との結論に至った。彼は、伝統的なス
タイルのスイングの真価を控えめながら「完璧なスイング」と表現して、臆することなく
その存在を伝えるようとする。ペニックはそのスタイルを勧める理由を単に「一番振りや
すい」と説明する一方で 10）、「スイングは、洞察を必要とする主題です。」の見解を示して、
スイングは決して容易な運動ではないと主張する。そして、彼は、スイングは高度な技術
であるが故にゴルファーにはたゆまない努力が求められることを承知した上で、彼はただ
それが事実であると伝えんがために出版を決断したのである 11）。 
ペニックは何よりも自らの学んだゴルフの真実とそれを知った喜びを、一人でも多くの
ゴルファーと分かち合いたいのである 12）。彼は、多くのゴルファーにとってそれが遥かに
遠くにある目標であることを理解する。ペニックは、一握りの才能あるゴルファーしかそ
のスイングを会得できないと嘘をついて、彼自身を欺くことをしなかったのである。 
 
５．結論 
アメリカ合衆国の優れたゴルフ指導者であるペニックのゴルフに関する見解の一つ、ス
イングについての見解を『奇跡のゴルフレッスン』について狭義 KJ 法により把握して、
彼のスイング観を解明した。 
ペニックのスイングについての見解には、「スイングは、洞察を必要とする主題です。」、
「確立されたスタイルを基本とするスイングを、最高の水準を目指して学ぶのが一番で
す。」、そして、「スイングは、ゴルファーそのものと言えます。」の３つの特徴があること
を捉えた。そして、図解の核心「スイングは、ゴルファーをゴルフの本質的な理解へと導
く主題です。」から、彼の業績を裏打ちする彼独自のスイング観が明らかになった。 
ペニックのまとめ上げたゴルフの英知と呼べる、ゴルフに関する数々の見解について研
究することは、ゴルフにおける指導者や指導法の研究を確実に進歩させる。そして、他の
打球系スポーツにおける指導者のあり方や指導法を改善するための普遍的な価値を有する
可能性が高い。ペニックに関するスポーツ教育学における研究の進展が期待される。 
 
付記：本論文のデータの一部は、平成 26 年 10 月に開催された日本スポーツ教育学会第 34
回大会において、「ハービー・ペニックの『奇跡のゴルフレッスン』におけるスイング観の
KJ 法による解明」として、発表された。 
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二つ目「確立されたスタイルを基本とするスイングを、最高の水準を目指して学ぶのが一
番です。」との間の双方向性の関係線について説明する。この関係線が双方向の性質を備え
る理由は、ペニックはこれら２つの見解を別個にまとめたのではないこと、つまり、それ
らの見解を相互の関わりの中でまとめ上げたことが推察される。なぜなら、これらのスイ
ングについての見解のどちらをまとめる思索は、優れた指導能力を有するペニックにとっ
ても決して容易であったとは思われないからである。そして、彼はスイングの本質の考察
を重ねることによって、スイングの基本について一層深い見解を得たであろう。それとは
逆に、スイングの基本の考察を重ねる中からスイングの本質について一層深い見解も得た
はずである。ペニックのゴルフに対する探究心は、スイングの本質とスイングの基本につ
いての結論を漸次もたらしたと考える。 
 次に、最終の表札の一つ目「スイングは、洞察を必要とする主題です。」から最終の表札
の三つ目「ゴルフのスイングは、そのゴルファーそのものと言えます。」へ向かう一方向性
の関係線について説明する。この関係線が一方向の性質を備える理由は、スイングは難解
な主題であるために、スイングの本質をゴルファーの一人一人を尊重することなしに習得
させることの出来ない運動という、ペニックの理解が伺われる。ペニックは自身の学びで
あるスイングの本質が確固たるものとなるほど、彼はゴルファー自身の絶え間ない努力に
よって習得される様子を目の当たりにしたに違いない。ペニックの教えようとする本質的
なスイング、その習得を目指すゴルファーへ彼は敬意を表さずにはいられなかったのであ
る。 
そして、最後の表札の二つ目「確立されたスタイルを基本とするスイングを、最高の水
準を目指して学ぶのが一番です。」から最終の表札の三つ目「ゴルフのスイングは、ゴルフ
ァーそのものと言えます。」へ向かう一方向性の関係線について説明する。この関係線が一
方向の性質を備える理由は、確立したスタイルがスイングの基本中の基本であって、この
基本によってスイングの最高の水準を目指して学ぶべき道筋はスイングの習得における本
筋であることをペニックは生徒に理解してほしいのである。彼はこのスイングの基本を教
えたとしても、ゴルファーの個性を尊重することなしにはスイングを習熟させることは出
来ないと理解していたと考える。ペニックは自身の学びであるスイングの基本が確固たる
ものとなるにつれて、それを学ぶゴルファーの個性から多様な学びが繰り広げられる様を
目にしたに違いない。 
 また、3 つの関係線が最後の表札らを結びつける関係は、ペニックが彼のスイングにつ
いての見解を貫く総合的な視点、つまり、彼のスイング観は俯瞰的な特徴を備えることを
示唆する。図解の核心「スイングは、ゴルファーをゴルフの本質的な理解へと導く主題で
す。」は、スイングを俯瞰する高い次元の視点を備えたペニックのスイング観と考えられる。
そして、ペニックが辿りついたこのスイング観は、すべてのゴルファーにとってのスイン
グ観となる可能性があることまで、彼は理解していたに違いない。 
考察の最後として、優れたゴルフ指導者であるペニックのスイング観を明らかにする主
題に向き合った結果として深まった、彼のゴルフ指導者としての優秀性について触れる。
それは、ペニックのゴルフに対する献身的で真摯な態度である。 
ペニックが“Harvey Penick's Little Red Book”を出版した決意は、彼のゴルフに対する真摯な
態度と関わり深い。本研究の目的で述べた通り、ペニックは自己省察の末に、ゴルフ指導
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論文：ハービー・ぺニックのスイング観についての狭義 KJ 法による究明 
者としての学んだことを秘密にするべきではない、との結論に至った。彼は、伝統的なス
タイルのスイングの真価を控えめながら「完璧なスイング」と表現して、臆することなく
その存在を伝えるようとする。ペニックはそのスタイルを勧める理由を単に「一番振りや
すい」と説明する一方で 10）、「スイングは、洞察を必要とする主題です。」の見解を示して、
スイングは決して容易な運動ではないと主張する。そして、彼は、スイングは高度な技術
であるが故にゴルファーにはたゆまない努力が求められることを承知した上で、彼はただ
それが事実であると伝えんがために出版を決断したのである 11）。 
ペニックは何よりも自らの学んだゴルフの真実とそれを知った喜びを、一人でも多くの
ゴルファーと分かち合いたいのである 12）。彼は、多くのゴルファーにとってそれが遥かに
遠くにある目標であることを理解する。ペニックは、一握りの才能あるゴルファーしかそ
のスイングを会得できないと嘘をついて、彼自身を欺くことをしなかったのである。 
 
５．結論 
アメリカ合衆国の優れたゴルフ指導者であるペニックのゴルフに関する見解の一つ、ス
イングについての見解を『奇跡のゴルフレッスン』について狭義 KJ 法により把握して、
彼のスイング観を解明した。 
ペニックのスイングについての見解には、「スイングは、洞察を必要とする主題です。」、
「確立されたスタイルを基本とするスイングを、最高の水準を目指して学ぶのが一番で
す。」、そして、「スイングは、ゴルファーそのものと言えます。」の３つの特徴があること
を捉えた。そして、図解の核心「スイングは、ゴルファーをゴルフの本質的な理解へと導
く主題です。」から、彼の業績を裏打ちする彼独自のスイング観が明らかになった。 
ペニックのまとめ上げたゴルフの英知と呼べる、ゴルフに関する数々の見解について研
究することは、ゴルフにおける指導者や指導法の研究を確実に進歩させる。そして、他の
打球系スポーツにおける指導者のあり方や指導法を改善するための普遍的な価値を有する
可能性が高い。ペニックに関するスポーツ教育学における研究の進展が期待される。 
 
付記：本論文のデータの一部は、平成 26 年 10 月に開催された日本スポーツ教育学会第 34
回大会において、「ハービー・ペニックの『奇跡のゴルフレッスン』におけるスイング観の
KJ 法による解明」として、発表された。 
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島本 好平、米川 直樹、「運動部活動におけるスポーツ経験がライフスキルの獲得に与える影響：青年期
におけるゴルフ競技者を対象として」三重大学教育学部研究紀要、自然科学・人文科学・社会科学・教育
科学、65、327-333、2014。 
ハービー・ぺニック／バド・シュレイク、『奇跡のゴルフレッスン』、本條強訳、マガジンハウス、233 頁、
1993。 
ハーヴィー・ぺニック、バド・シュレイク、『ゴルフレッスンの神様：ハーヴィー・ペニックのレッド・
ブック』、本條強訳、日本経済新聞社、283 頁、2005。 
橋口淳一ら、「モーション・キャプチャシステムを用いたゴルフスイングの動作解析」、日本臨床バイオメ
カニクス学会誌、27 巻、325-330、10、2006。 
 
注 
1） ハービー・ペニックら『奇跡のゴルフレッスン』17 頁。ウィットワースは、ペニックは簡単に手にで
きた報酬やパブリシティには何の関心もなかったと述べる。 
2） ハービー・ペニックら、前掲書、26-27 頁、ペニックは「87 年間生かせてもらえたのも、こんなに素
晴らしいキャリアを授けられたのも、学んだことを皆に伝えるためだったかも知れない。」とそれまで出
版をせずにいたことを自分本位かもしれないと述べる。 
3） ハーヴィー・ペニックら『ゴルフレッスンの神様＿ハーヴィー・ペニックのレッドブック』、16 頁、
ペニックの息子、ティンズリー氏は「すぐにハーヴィーに電話してきてもらいましょう。自分の本が日本
でも出版されると聞いて大変に喜んでいましたよ」と話した。 
4） ハーヴィー・ペニックら、ゴルフレッスンの神様、21 頁、ペニックの「私の本を訳す時に、絶対に難
しい言葉を使わないでくださいね」との旨の注文に、訳者の本條強氏は「僕はペニックさんの『リトル・
レッド・ブック』を忠実に訳していた」と述べている。 
5） ハービー・ペニックら、奇跡のゴルフ、2 頁。「…一番といわなくとも、これまでにかかれたレッスン
書の中では実に重要なものです。」とカイトは述べる。 
6） ハービー・ペニックら、奇跡のゴルフ、19 頁。ネルソンは、ペニックをゴルフ史上最高の教師の一人
である、と述べる。 
7） ジョン・ポール・ニューポートはハービー・ペニックのことを、アドバイスを受けるべきゴルフ指導
者の一人として推薦している。 
8） 拙稿、「優れたゴルフ指導者“ハービー・ペニック”の特徴についての KJ 法による究明―日本語版『奇
跡のゴルフレッスン』の核心の把握―」、LIBERAL ARTS、岩手県立大学共通教育センター、8、53-65、
2014。 
9） 前掲拙稿、KJ 法の図解「一心に自分らしさを追及して、まとめられたゴルフの英知」における第二の
島の中に、ペニックの「スイングについて、自分の考えがある」ことを捉えた。 
10） ハービー・ペニックら、奇跡のゴルフ、71 頁。ペニックは、「左足カカトを上げる方法が一番スイン
グしやすい方法だと思うからです。」と述べる。 
11） ハービー・ペニックら、奇跡のゴルフ、148 頁。ペニックは、スポーツ界で最も権威のある、LPGA
のホール・オブ・フェームに名前ののっている最高の女性生徒らを教えられたことをとても誇りに思うと
しながら、彼の人生の中でフランスのパリからはるばるテキサスまで飛んで来てくれた女性にしてあげた
ことほど誇りに思うことは他にないと述べる。 
12） ハービー・ペニックら、奇跡のゴルフ、149‐150 頁。ペニックは、フランスのパリから来た女性、グ
ラウンドからボールを打つことも出来ない彼女に驚きつつも、彼女にクラブの振り方を教える。その女性
はペニックのアドバイスを受けて空中にボールを打ち、75 ヤード飛ばした。そのショットを見たペニッ
クは、「その時生徒か先生かどちらが嬉しかったかわかりません。」と述べる。 
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論文：ジャン＝ジャック・ルソーにおける政治論、化学論との間にある横断的概念について 
ジャン＝ジャック・ルソーにおける政治論、化学論との間にある横
断的概念について ― rapport の概念を中心として― 
La notion transversale entre la philosophie politique et la chimie chez 
Rousseau: le cas de la notion de « rapport » 
 
熊本 哲也 (高等教育推進センター) 
Abrégé  (Abstract) 
   Les Institutions chimiques de Rousseau, écrit dans sa jeunesse, qui n’était pas publié lors de la 
rédaction, se fait remarquer récemment après le long oubli. Selon Bruno Bernardi, les notions 
chimiques dans les Institutions chimiques, réapparaissent en tant que termes importants de sciences 
politiques dans ses écrits de la philosophie politique tel que Du Contrat social : ces termes nous 
indiquent le développement de notion métaphorique qui est propre au « corps politique ». Ici, nous 
allons traiter un terme « rapport », terme transversal, au moins, entre la philosophie politique et la 
chimie pour montrer une transversalité du terme et de la notion entre deux domaines. La notion 
chimique de « rapport » à l’époque de Rousseau voulait dire surtout une  «affinité» entre les 
substances. Mais ce mot « rapport » au sens de l’affinité ne désignait pas les phénomènes précis 
chimiques, plutôt utilisé dans le sens vague. Car, à cette époque on ne trouvait pas encore tous les 
« rapports » chimiques qu’il peut y avoir, et on ne comprenait pas la vraie théorie chimique. Le mot 
même de « rapport » est tellement polysémique qu’il y avait une nécessité de l’utiliser pour dire sur 
la chimie, le dit-il Rousseau. Or, l’affinité=rapport symbolisait le paradigme scientifique (au sens 
de Thomas Kuhn) de l’époque « chimie-centrique » du 18e siècle où la théorie de gravité 
universelle de Newton était expliquée comme un phénomène d’affinité chimique, un tel Goethe 
écrivait un roman intitulé Les Affinités électives (Die Wahlverwandtschaften) Même longtemps 
après la rédaction des Institutions chimiques, le sens du « rapport=affinité » chimique ne reste-il pas 
dans des autres écrits postérieurs de Rousseau tels que Emile, Du contrat social, La Nouvelle 
Héloïse, ou d’autres. Par exemple, les « vrais rapports de choses », expressions répétées dans Emile, 
ou bien le rapport des personnes et de l’amour qui n’est que le thème de la Nouvelle Héloïse, tous 
cela n’a pas seulement un sens de « relation » plutôt statique, mais aussi un sens chimique, sens 
dynamique. Dans Du Contrat social (manuscrit Genève), le mot « rapport » veux dire 
proportion ou relation, non pas le sens chimique. Le sens politique de « rapport » n’est 
pas utilisé comme quelque chose de nouveau mixte mais plutôt comme quelque chose 
d’instable. Au lieu de ce « rapport » au sens politique, Rousseau a recours à un autre 
terme comme celui de « liaison » qui est toujours dans le vocabulaire chimique.  
 
キーワード：ルソー、化学論、関係、社会契約、一般意志 
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